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本日お話ししたいこと

⓪イントロ

①なぜ地域の交通は辛いのか

②国は何をしているのか

③利用者もちょっとだけ協力？
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⓪イントロ

将来は、自動運転の世界
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出所：第6回デジタル行財政改革会議（令和6年6月6日）資料2より抜粋 3



Waymoの自動運転技術「Waymo Driver」のテスト
を実施するため、戦略的パートナーシップを締結

プロジェクトは段階的に進行し、初期フェーズは
2025年に東京都心から開始する予定

出所：GO株式会社・Waymo・日本交通株式会社ニュースリリース（令和6年12月17日）を基に作成 4



人が運転する状況は併存

移動したいニーズに対して、ドライバーが足り
ない

悩んでいるのは、与謝野町だけではない！
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①なぜ地域の交通は辛いのか

●人口減少

●少子化

●高齢化

●加えてコロナ禍
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日本の人口の推移

出所：第3回社会保障審議会年金部会（令和5年5月8日）資料3、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和5年推計）」を基に作成

総人口が2070年までに
約4,000万人減

2020年 7,509万人

⇓（約40%減）

2070年 4,535万人

2020年 1,503万人

⇓（約47%減）

2070年    797万人

高齢化率
38.7%

15～64歳
人口割合

52.1%

14歳以下
人口割合

9.2%
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タクシー運転者の推移

出所：輸送実績報告書に基づくタクシー事業の運転者数の推移、令和5年度第1回自動車部会（令和6年2月7日）資料1を基に作成※R4年度数値は速報値

コロナ禍（令和元～３年度）で
約４万人減少

この１５年で４０％以上減少
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どの業界も人手不足

交通も、以前のように人手を確保することは困難

待っていても、バスやタクシーが来ない時代に

移動することは、買い物にも、通学にも、仕事に
行くにも必要であり、生活の質を上げる

移動ニーズを満たすためには、ドライバーが足り
ない

そのためには、利用者も、ちょっと協力できれば
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色々な移動手段
バス？
コミュニティバス？
タクシー？
乗合タクシー？
（AI）オンデマンド交通？
日本版ライドシェア？
公共ライドシェア？

色々あって、よくわからない
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まずは、何が使えるのか

より

どういう地域になりたいのか

その上で、どういう交通があるとよいのか
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②国は何をしているのか
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従来の交通を提供することは難しく

そこで、新しい担い手

自家用車や一般ドライバーの活躍
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公共ライドシェア

14出所：地域交通における「担い手」「移動の足」不足への対応方策カタログ（令和6年8月国土交通省）を基に作成



公共ライドシェアの運用改善①

出所：地域交通における「担い手」「移動の足」不足への対応方策カタログ（令和6年8月国土交通省）より抜粋 15



公共ライドシェアの運用改善②

16出所：地域交通における「担い手」「移動の足」不足への対応方策カタログ（令和6年8月国土交通省）より抜粋



公共ライドシェアの運用改善③

17出所：地域交通における「担い手」「移動の足」不足への対応方策カタログ（令和6年8月国土交通省）より抜粋



公共ライドシェアの運用改善④

18出所：地域交通における「担い手」「移動の足」不足への対応方策カタログ（令和6年8月国土交通省）より抜粋



日本版ライドシェア

19出所：地域交通における「担い手」「移動の足」不足への対応方策カタログ（令和6年8月国土交通省）を基に作成



日本版ライドシェアのバージョンアップ①

20出所：地域交通における「担い手」「移動の足」不足への対応方策カタログ（令和6年8月国土交通省）より抜粋



日本版ライドシェアのバージョンアップ②

21出所：地域交通における「担い手」「移動の足」不足への対応方策カタログ（令和6年8月国土交通省）より抜粋



日本版ライドシェアのバージョンアップ③

22出所：地域交通における「担い手」「移動の足」不足への対応方策カタログ（令和6年8月国土交通省）より抜粋



日本版ライドシェアのバージョンアップ④

23出所：地域交通における「担い手」「移動の足」不足への対応方策カタログ（令和6年8月国土交通省）より抜粋



出所：第3回国土交通省「交通空白」解消本部（令和6年12月11日）資料を基に作成 24



③利用者もちょっと協力
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マイカーは便利（安全な限り）

移動の目的地は共通していることが多いのでは
ないか
スーパー、病院、健康ランド、学校・・

マイカーを運転する際、ちょっと他人を乗せて
あげる

逆に、乗せてもらう
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呼びやすい手段で

アプリでも、まずは電話でもいいのでは

呼べば来る、に慣れる

地域で、色々な人々の移動を支えあう
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自治体の取組の紹介（鳥取県智頭町）

出所：智頭町ウェブサイト、智頭町役場・KCCSモバイルエンジニアリング株式会社・株式会社NTTドコモ中国支社ニュースリリース（令和2年10月12日）、日野自動車ウェブサイトを基に作成

人口：6,191人（令和5年8月1日時点）

面積：224.70km2

運行管理システムにAIを使用

⇒ 運行ルートや車両の最適化による効率的な運行

遠隔による運行管理業務を民間企業に委託

⇒ 業務負荷軽減による持続可能性の向上
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（導入経緯）
・少子高齢化や社会情勢の変化に伴い、利用者の減少・維持費の増加により、財政を圧迫
・また、運行本数の少ない定時定路線型の運行は非効率で、移動ニーズにマッチせず

・「すべての人に寄り添える持続可能な交通体系の構築」の実現を目指す事業として、地域
住民参加型の「共助交通」を導入

（開始日）
・令和５年４月１日～（本格運用開始）

（運行区域等）
・智頭町内の予め設定されたポイント間の輸送

（運賃）
・５００円（乗合時は４００円に割引、回数券・定期券もあり）

（運行管理）
・日野自動車（遠隔管理）

（配車手配）
・IP告知端末及び電話

（その他特徴）
・運行管理システムにAIを使用

出所：智頭町ウェブサイトを基に作成 29



自治体の取組の紹介（富山県朝日町）

出所：デジ田メニューブック、デジタル行財政改革 課題発掘対話（第２回）資料を基に作成

日本初の

『事業者協力型自家用有償旅客運送』

人口：10,916人（令和5年4月1日時点）

面積：227.41km2

町にバス3台／タクシー10台のみに対し、
マイカーは8,000台
全国トップレベルの自家用車依存度を逆手に
取ったマイカー乗り合いを導入

地域のモビリティ資産を活用
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（導入経緯）

・高齢化の進展とそれに伴う運転免許返納者数の増加により、公共交通ニーズは一層高まる
中、民間バス路線は深刻な人口減少と運転手不足によって相次いで廃止

・全国トップレベルの自家用車依存度を逆手に取る

（開始日）
・令和３年１０月１日～（本格運行開始）

（運行区域等）
・朝日町内の予め設定されたポイント間の輸送
・登録ドライバーの予定に合わせた時刻表で運行

（運賃）
・６００円

（運行管理）
・黒東タクシー

（配車手配）
・LINEアプリ及び電話

（その他特徴）
・「事業者協力型自家用有償旅客運送」の全国第１号
・マイナンバーカードを活用した移動需要増加の取組とも連動

出所：デジ田メニューブック、デジタル行財政改革 
課題発掘対話（第２回）資料を基に作成 31



自治体の取組の紹介（石川県小松市）

出所：小松市ウェブサイト、地域交通における「担い手」「移動の足」不足への対応方策カタログ（令和6年8月国土交通省）を基に作成

行政区域を跨いだ運行

タクシー運賃の８割

タクシーが減少する夜間の移動需要

（居酒屋からの帰り等）に対応

人口：106,206人（令和5年12月1日時点）

面積：371.05km2
能登半島地震の二次避難者の

移動の足を確保
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（導入経緯）

・日常的に移動に不便さを感じている住民や観光客、新しく開通する北陸新幹線で小松市
を訪れた方々の移動に関する利便性向上

・能登半島地震で被災された二次避難者の方々の移動を確保

（開始日）
・令和６年３月２２日～（本格運行開始）

（運行区域等）
・小松市内の任意のポイントで乗降可能
・発着地が小松市であれば、隣接の能美市・加賀市の任意のポイントでの乗降も可能

（運賃）
・タクシー運賃の８割（初乗り１km ４００円、以降300mごとに１００円）

（運行管理）
・小松タクシー

（配車手配）
・配車アプリ及び電話

（その他特徴）
・発着地が小松市内であれば、隣接の能美市・加賀市での乗降も可能
・タクシーが減少する夜間の移動需要（駅周辺の居酒屋からの帰り等）に対応

出所：小松市ウェブサイト
を基に作成 33



自治体の取組の紹介（茨城県つくば市ほか）

出所：令和６年度第１回つくば市公共交通活性化
協議会（令和6年7月4日）資料2を基に作成

複数自治体共同による

公共ライドシェアのドライバー

（１種免許）の確保と合わせ、

公共交通事業者のドライバー

（２種免許）も育成

人口：258,840人（令和5年12月1日時点）

面積：283.72km2
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（導入経緯）
・路線バス・タクシーを含むあらゆる交通モードでドライバー不足が喫緊の共通課題

（開始日）
・令和７年１月～（予定）

（運行区域等）

・つくば市内の一部（桜ニュータウン周辺）及び土浦市内の一部（天川団地周辺）の任意の
ポイント等で乗降可能 ※つくば市・土浦市の越境交通サービスの場合（ほかに３つのエリアでサービス導入予定）

（運賃）

・６００円（事前予約）、８００円（直前予約）※つくば市・土浦市の越境交通サービスの場合（同上）

（運行管理）
・関東鉄道

（配車手配）
・配車アプリ及び電話

（その他特徴）
・デジ田交付金TYPESを活用

・複数自治体が共同で、ドライバーを獲得・育成・管理するプラットフォーム「ドライバー
バンク」を構築、配車アプリプラットフォームを導入

出所：令和６年度第１回・第３回つくば市公共交通活性化
協議会（令和6年7月4日・11月12日）資料を基に作成 35



受け身では、交通はだんだんと来ない時代に

マイカーをいつまでも運転することも難しく

交通を利用するだけでなく、少しだけ提供もする
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交通を、自分ごと、として考えたい
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ご清聴ありがとうございました
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